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� 筆記用具以外の持ち込みは不可．
� 最終的な答えだけを書くのではなく途中の計算や説明も書くこと．これがない場合，大幅な減点をすることもある．

1 数直線上で U D fx j �4 5 x 5 4gを全体集合とする．

A D fx j �3 5 x < 1g; B D fx j �1 < x 5 2g

について，次の集合を求めよ．
a) A \ B b) A \ B

2 1 枚の硬貨を 3 回投げる試行において，例えば，1 回目に表，2 回目と 3 回目に裏が出ることを記号
.H; T; T/で表すことにする．

a) 標本空間 U をこの記号を用いて表せ．

b) この試行において，事象は全部でいくつあるか．

c)「少なくとも 2回表が出る」という事象 A表す集合を上の記号を用いて表せ．

d) 1枚の硬貨を 3回投げる試行において，少なくとも 2回表が出る確率を求めよ．

3 e, c, o, n, o, m, i, c, sの文字が 1字ずつ書かれた 9枚のカードが入っている箱がある．この箱の中から 1

枚ずつ取り出し，すべてを 1列に並べるという試行において，2つの cが隣り合う事象を A，2つの oが隣り
合う事象を B とする．

a) P.A/，P.B/，P.A \ B/を求めよ．

b) 事象 Aと B が独立であるかどうかを判定せよ．

4 ある飛行機の乗客 300人について，その構成を調べたところ，下の表のような結果であった．

男性 女性 計

大人 156 69

子供 39 36

計

この乗客の中から 1人を選ぶとき，その人が男性であるという事象を A，大人であるという事象を B とする．
このとき，次の確率を求めよ．

a) P.A/ b) P.B/ c) P.A \ B/ d) PA.B/

5 二個のさいころを振るとき，出る目の数の最小値を X とする．

a) X の確率分布を求めよ．

b) X の期待値と分散を求めよ．

【裏につづく】



6 原点 O から出発して，数直線上を動く点 P がある．さいころを投げて，3の倍数の目が出たら P はC3

だけ移動し，そうでなければ �1だけ移動する．サイコロを 8回投げ終わったとき，3の倍数の目が出た回数
を X とし，そのときの P の座標を Y とする．以下の問いに答えよ．

a) X は二項分布に従う．その分布を B.n; p/の形で表し，X の期待値，分散，標準偏差を求めよ．

b) X と Y の関係を式で表せ．

c) Y の期待値，分散，標準偏差を求めよ．
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